
 

『PCA 公益法人会計ＤＸ』 
Ver.1.0 Rev.4.01 プログラムでの主な機能強化・仕様変更点 

SCY20200611 

主な機能強化・仕様変更点は以下の通りです。 
操作等の詳細については、オンラインヘルプ、またはPDFマニュアルをご覧ください。 
 
 
◆「公益法人会計基準及び同運用指針の一部改正」（令和2年5月20日付）に対応 

財務諸表に対する注記の文言を変更しました。 
（「継続事業の前提に関する注記」→「継続組織の前提に関する注記」） 
 

 
◆全銀EDIシステム®（ZEDI®）に対応 

・総合振込、入出金明細のXML化に対応しました。 
※全銀EDIシステム®は一般社団法人全国銀行資金決済ネットワークの登録商標です。 

 
 
◆各処理 
◇「ファイル」－「データ領域の作成」 

 データ領域作成時に初期登録される科目に、以下のソフトウェアに関する科目が追加されました。 
 ・2350：ソフトウェア 
 ・7550－769：ソフトウェア売却収入 
 ・8350－882：ソフトウェア購入支出 
 ・9640－769：ソフトウェア売却収入 
 ・9740－882：ソフトウェア購入支出 
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